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８

116

団
扇
で
煽
ぐ

　
　
　こ
の
一
夏

　
梅
雨
明
け
、
炎
帝
到
来
七
月
。

“

い
ろ
い
ろ
な
不
思
議
を
煽
ぐ
団

扇
か
な
”
水
巴
。
わ
が
手
も
と
に

置
く
愛
用
の
団
扇
は
、
中
山
道
妻

籠
、
旅
の
み
や
げ
の
バ
リ
バ
リ
の

シ
ブ
製
。
蚊
、
蜂
、
蝿
な
ん
ぞ
も

撃
墜
可
能
、
夕
刻
、
平
野
岳
に
か
ゝ

る
夕
映
え
の
茜
雲
を
遠
望
、
涼
気

を
招
く
こ
の
団
扇
か
ら
、
木
曽
路

へ
の
旅
情
も
よ
み
が
え
る
。▼
さ

て
、
去
り
ゆ
く
日
々
、
無
職
、
年

金
暮
ら
し
の
浪
（
老
）
詩
人
も
け
っ

こ
う
繁
用
。
５
／
10
久
留
米
ユ
ネ

ス
コ
総
会
招
待
講
話
。「
奥
八
女
の

伝
承
文
化
事
績
」
を
語
る
。
教
学

の
祖
江
碕
済
先
生
矢
部
開
塾
の
い

き
さ
つ
か
ら
当
久
留
米
藩
等
の
関

連
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
、
当
ユ
ネ

ス
コ
創
立
32
周
年
、
多
面
的
な
活

動
展
開
を
知
る
。
５
／
18
八
女
市

制
施
行
60
周
年
・
合
併
５
周
年
記

念
式
典
招
待
。
５
／
20
『
筑
後
の

お
宝
』
展
。
秘
蔵
の
推
理
小
説
界

の
元
祖
、
渡
辺
啓
助
先
生
の
書
画
、

書
籍
等
出
品
依
頼
を
受
け
て
い
た

の
で
参
観
。
渡
辺
先
生
は
旧
八
女

中
時
代
教
師
、
そ
の
薫
陶
を
受
け

た
の
が
作
家
小
島
直
記
、
中
薗
英

助
、
柿
添
元
氏
ら
。
５
／
25
宮
若

市
主
催
、
全
国
俳
句
大
会
。
私
の

一
句

“

ふ
る
さ
と
へ
帰
る
思
案
か

鰯
雲
”
が
金
子
兜
太
選
に
入
り
犬

鳴
川
清
流
畔
に
、
間
伐
材
活
用
の

木
材
句
碑
に
建
立
さ
れ
た
と
の
知

ら
せ
で
参
観
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
発

想
に
感
服
。
６
／
12
長
崎
外
海
町

の
遠
藤
周
作
文
学
館
へ
。
作
家
原

民
喜
が
遠
藤
周
作
宛
の
ハ
ガ
キ
一

葉
が
貴
重
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
納

め
ら
れ
て
い
る
の
に
注
目
。「
あ
の

日
は
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
が
最
期
。

さ
よ
な
ら…

」
原
は
原
爆
体
験
に

も
と
づ
く
小
説
を
発
表
す
る
が
昭

和
26
年
３
月
13
日
鉄
路
に
投
身
自

殺
46
歳
。

無料法律相談13：30～・要予約
（八女民主商工会）☎24-2727

弁護士無料法律相談
　 　　 （福岡法務局八女支局）
　　　　  要予約☎23-2603

弁護士無料法律相談
　 　　 （福岡法務局八女支局）
　　　　  要予約☎23-2603

なんでも人権相談所
　 　　 （八女市社会福祉会館）

社会保険個別相談会
10：00～16：00（筑後商工会議所）
要予約　0942-33-6215

松尾弁財天縁日（立花町）

なんでも人権相談所
  （筑後市勤労者家庭支援施設）

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
  　（温泉館きらら）（べんがら村）

川﨑病院ミニ健康教室
脳卒中になったら（要予約）
☎23-3005

人生史サークル黄櫨の会
1：30～（八女市社会福祉会館）

八女軽トラ市9：30～13：00
　　  （八女観光物産館駐車場）

高良山ウォーク
　　　　　　  （八女歩こう会）

定例法律相談会（要予約）
　　　　　　10：00～12：00
（八女商工会議所）☎22-5161

桂文治落語会
　　　　　  （サザンクス筑後）

心配ごと相談（八女市）

八女市社会福祉会館　７月２日・16日・30日
黒 木 町 ふ じ の 里　７月２日・16日
上陽町地域福祉センター　７月９日・23日
立 花 町 か が や き　７月９日・23日

法律相談（要予約）

八女市社会福祉会館　９月11日
黒 木 町 ふ じ の 里　９月18日
上陽町地域福祉センター　９月25日

司法書士相談

黒 木 町 ふ じ の 里　７月11日
八女市社会福祉会館　７月18日

筑後市

心配ごと相談
　毎週木曜日／総合福祉センター
健康に関する総合相談
　毎週金曜日／筑後市立病院

八女軽トラ市9：30～13：00
　　  （八女観光物産館駐車場）

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

詩
人 

椎 

窓   

猛

５日
大安31

海の日

24
　31

7
14
21
28

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が
インターネットでご覧になれます。
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

２2014年7月1日

　
　
　よ
う
こ
そ

　
　
　「
へ
そ
の
緒
は
、
私
が
自

分
で
切
り
ま
し
た
」
そ
ん
な
嫁
の

告
白
に
、
私
は
言
葉
を
失
っ
た
。

息
子
に
初
め
て
の
子
が
誕
生
す
る

日
、
出
産
に
立
ち
合
っ
た
筈
の
私

の
息
子
な
の
だ
が
、
そ
の
歴
史
的

瞬
間
に
思
わ
ず
怯
ん
で
し
ま
っ
た

と
い
う
。「
そ
れ
で
は
お
母
さ
ん

が
切
り
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
た
嫁

が
潔
く
、
ス
パ
ッ
と
切
り
離
し
、

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
男
の
子
。

私
達
家
族
に
と
っ
て
初
め
て
の

孫
、
五
月
晴
れ
の
空
を
一
筋
の
飛

行
機
雲
が
貫
い
て
い
た
。

　
母
と
子
を
繋
ぐ
唯
一
の
連
絡

路
、
50
セ
ン
チ
程
の
へ
そ
の
緒
を

解
か
れ
人
界
へ
と
生
ま
れ
落
ち

た
、
ま
だ
何
も
の
に
も
あ
ら
ぬ
み

ど
り
ご
。
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー

ズ
を
決
め
て
勢
い
よ
く
現
れ
た
。

そ
の
小
さ
な
拳
の
中
に
は
、
嵐
が

握
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
パ

パ
や
マ
マ
、
爺
や
婆
を
巻
き
込
む

大
き
な
嵐
が
来
る
。
湯
気
の
出
そ

う
な
こ
の
生
ま
れ
た
て
の
柔
ら
か

い
、無
防
備
な
命
の
い
と
お
し
さ
。

　「
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ね
、
こ
の
世
界
へ
」
私
が
呟

く
と
、
嫁
の
目
か
ら
大
粒
の
涙
が

溢
れ
出
し
た
。「
よ
く
頑
張
っ
た

ね
、偉
か
っ
た
」
と
嫁
を
労
う
と
、

今
度
は
息
子
が
泣
き
出
し
た
。「
頼

り
な
い
パ
パ
だ
け
ど
よ
ろ
し
く

ね
」
と
、
夫
が
す
で
に
じ
じ
の
顔

に
な
っ
て
い
た
。
人
生
最
良
の
日

だ
。

　
俯
瞰
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
私

の
子
育
て
の
時
に
は
出
来
な
か
っ

た
、
高
い
場
所
か
ら
全
体
を
見
る

と
い
う
行
為
。
ば
ば
は
小
高
い
丘

の
上
か
ら
、
し
っ
か
り
あ
な
た
を

見
守
る
よ
。
よ
う
こ
そ
、
優
斗
。

蓉
子

呟き

　
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
高
尿
酸
血

症
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
健

康
基
準
値
の
大
幅
な
緩
和
が
「
人
間

ド
ッ
ク
学
会
」
か
ら
公
表
さ
れ
波
紋

を
呼
ん
で
い
る
。

　
以
前
は
年
齢
プ
ラ
ス
90
を
血
圧
の

適
正
値
と
考
え
て
い
た
が
、
平
成
12

年
に
年
齢
を
問
わ
ず
、
上
（
収
縮
期

血
圧
）
が
160
、
下
（
拡
張
期
血
圧
）

が
95
と
決
め
ら
れ
、
い
つ
の
間
に
か

今
は
上
が
130
、
下
が
85
に
改
め
ら
れ

て
い
る
。

　
今
度
の
《
新
基
準
値
》
で
は
上
が

148
ま
で
が
正
常
と
な
っ
た
の
で
降
圧

剤
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
人
の
２
／
３

は
薬
も
不
必
要
に
な
る
。

　
健
診
や
病
院
で
計
る
血
圧
は
大
体

10
は
高
い
と
思
っ
て
よ
い
（
白
衣
性

高
血
圧
）。
家
庭
で
計
る
血
圧
の
方

が
よ
り
正
確
な
値
が
出
る
が
、
睡
眠

不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
変
動
が
激

し
い
の
で
毎
日
同
じ
条
件
で
朝
と
晩

２
回
計
測
し
記
録
し
た
が
良
い
。
そ

の
結
果
で
常
に
基
準
値
を
上
回
る
場

合
は
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
高
脂
血
症
の
指
標
で
あ
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
値
で
は
３

人
に
１
人
が
注
意
を
受
け
て
い
る

が
、
こ
れ
も
今
回
基
準
値
変
更
で
緩

和
さ
れ
、薬
の
必
要
も
な
く
な
っ
た
。

特
に
高
脂
血
症
治
療
薬
は
肝
臓
機
能

障
害
や
場
合
に
よ
っ
て
は
重
篤
な
副

作
用
も
あ
る
の
で
余
程
で
な
い
限
り

薬
は
飲
ま
な
い
方
が
良
い
。

　
血
中
尿
酸
値
も
大
幅
緩
和
さ
れ

た
。
痛
風
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
予
防
薬
服
用
を
勧
め
ら
れ
る

が
特
に
高
い
値
で
な
い
限
り
無
症
状

で
あ
れ
ば
そ
の
必
要
は
な
い
。
ビ
ー

ル
愛
好
者
も
胸
を
撫
で
下
ろ
す
筈

だ
。

　
糖
尿
病
検
査
（
H
b
A
1
c
）
の

値
も
緩
和
さ
れ
た
が
、
境
界
型
と
思

わ
れ
る
糖
尿
病
の
場
合
に
は
必
ず
専

門
医
の
指
導
を
お
勧
め
す
る
。

　
私
も
健
診
に
10
年
以
上
携
わ
っ
て

き
た
が
検
診
数
値
は
す
べ
て
高
い
の

に
驚
い
て
い
た
。
10
人
中
６
人
が
何

ら
か
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
、
既
に
薬

を
飲
ん
で
い
る
人
も
多
い
。
用
心
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
が
病
人
を
作
る

こ
と
が
健
診
の
目
的
で
も
な
く
、
検

査
数
値
は
飽
く
ま
で
一
応
の
目
安
で

あ
る
。

　
年
齢
や
性
別
、
個
人
差
が
あ
る
の

は
当
た
り
前
、
生
活
習
慣
病
は
先
ず

日
頃
の
生
活
習
慣
（
食
事
・
運
動
・

飲
酒
・
喫
煙
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
）
を

改
め
る
べ
き
で
、
検
査
の
結
果
で
す

ぐ
薬
と
結
び
つ
け
る
の
は
副
作
用
も

あ
り
、
極
め
て
危
険
な
こ
と
を
知
っ

て
お
く
べ
き
だ
。

林

　榮
一
（
医
師
・
立
花
町
）

　　　熊本県家畜市場見学研修　　　　　　　　　八女農業高校
　生物利用科では、県内の農業高校で唯一乳牛を飼育しており、生徒は搾乳
実習等に励んでいます。４年前から動物バイオに取り組んでおり、今年１月
に２頭の雌子牛を誕生させ、動物科学専攻の３年生が哺育やブラッシング実
習で手塩にかけて育ててきました。その子牛を北部九州最大の熊本県家畜市
場に４月に出荷しました。市場では血統の良さと日頃の手入れの良さが認め
られ、２頭で８６万円の高値がつきました。一部の生徒はセリ後、大切に育
ててきた思いもあり、別れを惜しんで涙を流していました。生徒たちにとっ
て貴重な体験となった１日でした。
　 

７月の八女農みらい館開館日　火曜・金曜
１日、４日、８日、１１日、１５、２２日、２５日、２９日　販売時間は10時30分
～15時30分です。（22・29日の販売時間は12時30分まで）

　
雨
近
い
縁
で
庭
を
眺
め
て
い
ま

す
。
あ
じ
さ
い
の
花
が
咲
き
、
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
の
花
数
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
ア
マ
リ
リ
ス
の
花
の
紅
が

続
い
て
い
ま
す
。
又
い
ろ
い
ろ
な

花
も
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
季
節
の
変
り
の
早
さ
を
驚

き
、
老
の
身
に
な
っ
た
事
も
感
じ

ま
す
。
次
の
絵
手
紙
教
室
で
何
を

描
く
か
考
え
る
の
も
楽
し
み
で

す
。
先
生
、
お
友
達
の
皆
々
様
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
八
女
の
自
然

の
美
し
さ
に
元
気
を
貰
い
つ
つ
感

謝
い
た
し
ま
す
。

楽しい絵手紙

八女市本町
髙田　紀代子

イスカンダール万亀子さん

健
康
万
歳  

⑧

「
検
査《
新
》基
準
値
」が
生
活
習
慣
病
を
変
え
る
の
か

叙勲おめでとう
　春の叙勲でインドネシア、バリ在住の
イスカンダール万亀子（中島）さんが、
旭日双光章を受章された。彼女は、八女
市（旧八女郡白木村合の原）の出身。
1971年にインドネシアへ渡航、早稲田
大学出身のご主人ラドムさんと観光会社
を設立、特にバリの観光、文化のPRに努
められているのでご存知の方も多いと思
う。過去43年間、彼女の御苦労の一端を

知るものとして頭が下がる。彼女が特に力を注いだのは、在留邦人
の子供が通う日本語補習授業、その建設のため土地を無償提供する
など果たした功績は大きい。私は、1985年から89年までインドネ
シアに駐在したが、その間、色々とこの国の情勢について彼女に教
えて戴いた。当時は、TVもインドネシア語のみ、日本の新聞は3日
遅れ、電話も申し込んで数時間後に繋がる等現在では考えられない
状況であった。2001年6月には、筑後旅行センター下川社長さんの
お世話で福島高校卒業生30名とバリ、ジョクジャカルタを旅行し
た。時々八女の銘茶をお送りしているが、訪問するお客さんに振舞
われる八女茶が現地では評判になっているそうだ。人口2億4千万
人のインドネシアは、ヨーロッパとほぼ同じ面積、多種多様の民族
と文化を有し近年特に成長著しい東南アジアの大国である。彼女の
幼い頃の思い出は「両側から山が迫った山あいの道に沿って小さな
川が流れているとてものどかな田舎の風景を忘れることはできませ
ん。みかんの季節になると、山一面黄色に変わるほどの蜜柑の豊作
の白木村は懐かしい故郷です。」という。7月に行なわれる大統領
選挙が今後5年間、この国の将来を左右するが親日的であることに
変わりはない。5月15日、皇居で天皇陛下より親授式が行われた
が、万亀子さんが、健康に留意し益々日本との親善に尽くされるこ
とを心から祈っている。　　　　　　　　　　横浜市　黒木　久夫

生物利用科３年動物科学専攻生

ひ
る

こ
ぶ
し

ふ
か
ん
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人
生
に
は
、つ
ま
ず
き
が
多
い
。

そ
の
度
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、

生
き
る
道
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
一
休
み
し
て
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。

　
人
生
七
転
び
八
起
き
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
転
び
そ
う
な
八
十
路
坂

で
あ
る
。

　つ
ま
ず
い
た
石
も
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　懐
か
し
い

八
女
川
柳
会
　
安
達

　昇

　ゲンノショウコはフウロソウ科の多年草、開花時期は７～ 8 月。胃腸病に効く生
薬として大変有名、和名は「（胃腸に）現に良く効く証拠」を意味する。別名に玄草（げ
んそう）、または、種子の形から神輿草（みこしぐさ）ともいう。
　白花は平地では見か
けないが矢部村の釈
迦・御前岳のブナ林周
辺の標高の高い所では
出会うことができる。
白花はめしべの柱頭
（先端）のピンク色が
映えて可憐である。
　（黒木町）
　松尾　重根

　
中
国
語
を
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
は
、
か
つ
て
八
女
市

が
八
女
茶
発
祥
の
ご
縁
で
、
友
好
関

係
に
あ
っ
た
中
国
蘇
州
市
と
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
を

ル
ー
ツ
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
形
は
変
わ
っ
て
も
、
日
中
友
好
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
今

日
ま
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
代
表

は
大
石
五
十
二
さ
ん
、
講
師
は
北

京
生
ま
れ
の
孔
繁
瑛
さ
ん
。
大
ら

か
で
、
明
る
く
て
、
教
室
に
は
笑

い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
孔
さ
ん
は
中

国
語
の
指
導
の
ほ
か
、
中
国
の
歴

史
文
化
等
、
現
在
の
中
国
の
実
情

を
ふ
ま
え
た
色
ん
な
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
日
中

関
係
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
彼
も

現
状
を
憂
慮
し
て
、「
も
っ
と
両

国
の
人
々
が
、
積
極
的
に
交
流
を

深
め
る
と
、
お
互
い
の
誤
解
が
解

け
て
、良
い
関
係
が
築
け
る
の
に
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
講
座
は
毎
月

三
回
、
火
曜
日
午
後
六
時
半
か
ら

お
り
な
す
八
女
の
研
修
室
。
経
費
は

皆
で
負
担
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
、
興
味
が
有
る
方
、
一
度
見
学
に

お
出
で
ま
せ
ん
か
。
問
い
合
わ
せ
は

石
松
憲
治
０
９
４
３
│
２
２
│
５
２

０
２
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
我
が
家
に
一
幅
の

掛
軸
が
あ
り
ま
し

た
。
正
月
に
な
る
と

母
が
床
の
間
に
飾

り
、
過
ぎ
る
と
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
岩
山
の
麓
に

庵
が
あ
っ
て
、
渓
谷
に
か
か
っ
た
橋
の
上
に
、
一

人
の
翁
が
庵
の
友
人
に
逢
い
に
行
っ
て
い
る
様
子

で
す
。
よ
く
見
か
け
る
構
図
で
す
が
、
昼
見
る
の

と
、
夜
見
る
の
で
は
庵
の
茅
葺
き
屋
根
に
見
え
た

り
、
岩
山
の
一
部
に
見
え
た
り
、
何
と
も
不
思
議

な
絵
で
し
た
。
子
供
心
に
大
き
く
な
っ
た
ら
、
い

つ
か
描
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
御
縁
が
ご
ざ
い
ま
し
て
中
島
先
生
の
御
指
導
の

も
と
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
墨
の
濃
淡
・
筆
運
び
・

ぼ
か
し
・
に
じ
み
等
で
情
景
や
色
彩
ま
で
も
が
表

現
で
き
る
奥
深
さ
に
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も
近
ず

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

穀
雨
来
て
名
も
知
ら
ぬ
草
競

ひ
出
る
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

幾
百
と
繋
ぐ
復
興
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
松
尾
ア
サ
子

晩
春
の
海
に
手
合
は
す
父
母

悲
し
　
　
　
　
東
野
　
蓉
子

暮
れ
残
る
光
集
め
し
韮
の
花

　
　
　
　
　
　
寺
田
　
睦
子

空
抱
く
八
百
余
年
の
楠
若
葉

　
　
　
　
　
　
青
木
　
早
弓

子
を
孕
み
や
つ
れ
し
姿
竹
の

秋
　
　
　
　
　
鍋
島
　
翔
山

■
八
女
睦
句
会

夏
帽
子
押
へ
タ
ラ
ッ
プ
降
り

に
け
り
　
　
　
堤
　
　
呼
秋

塀
越
え
の
桜
桃
一
果
頂
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
松
尾
　
貞
義

粽
解
く
括
り
し
紐
の
長
き
か

な
　
　
　
　
　
城
戸
　
和
子

風
な
く
て
不
満
顔
な
る
鯉
の

ぼ
り
　
　
　
　
大
坪
　
栄
子

を
ち
こ
ち
と
山
膨
ら
ま
す
椎

の
花
　
　
　
　
穴
見
ミ
キ
ヱ

耳
元
の
鳴
く
蚊
拂
へ
ど
拂
へ

ど
も
　
　
　
　
牛
島
佐
智
子

温
度
差
の
あ
り
て
戸
惑
ふ
衣

更
　
　
　
　
　
山
口
　
弘
子

■
立
花
町
立
花
俳
句
会

独
り
居
の
気
ま
ま
く
す
ぐ
る

番
ひ
蝶
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

掘
り
屑
の
片
付
か
ぬ
ま
ま
竹

の
秋
　
　
　
　
末
継
ミ
ヨ
子

串
団
子
焦
げ
目
の
香
る
牡
丹

園
　
　
　
　
　
西
島
志
乃
芙

鴬
も
朝
の
渡
船
に
急
ぎ
足

　
　
　
　
　
　
武
田
　
行
夫

初
蝶
や
キ
ャ
ベ
ツ
は
し
か
と

ガ
ー
ド
す
る

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
　
力

む
せ
か
へ
る
ほ
ど
新
緑
や

サ
ッ
カ
ー
場
　
中
村
テ
ル
ヨ

柿
若
葉
病
む
友
へ
書
く
片
便

り
　
　
　
　
　
中
尾
カ
ヲ
ル

帰
省
子
を
迎
え
芍
薬
濃
き
ピ

ン
ク
　
　
　
　
原
　
　
宣
子

■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

凛
々
し
さ
を
空
に
捜
せ
と
武

者
幟
　
　
　
　
城
後
　
正
子

繰
り
返
す
若
葉
化
粧
に
吾
は

老
い
ぬ
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

山
藤
や
こ
こ
よ
り
い
よ
よ
行

者
道
　
　
　
　
大
坪
　
延
子

遠
き
日
に
取
り
て
束
ね
し
茅

花
の
穂
　
　
　
中
村
　
境
子

大
型
の
機
械
が
舐
め
る
田
打

ち
か
な
　
　
　
倉
ノ
下
和
代

境
内
は
幽
玄
の
香
や
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
荒
川
ミ
ヤ
子

恋
ひ
焦
が
れ
鳴
き
焦
が
れ
し

か
雨
蛙
　
　
　
柴
田
　
啓
一

青
葉
窓
世
界
を
少
し
切
り
と

り
て
　
　
　
　
大
坪
　
清
香

gallery
街かど

今
月
の
川
柳

ゲンノショウコ（現の証拠）[フウロソウ科]

矢部川源流・杣の里の四季  33

広川町一條
近藤　洋治

日
中
友
好
中
国
語
自
主
講
座
の
お
誘
い

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

■
立
花
短
歌
会

修
学
の
旅
を
楽
し
む
生
徒
ら
の
未
来
は
珍
島
の
海
に
奪

わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
精

若
葉
茂
り
風
薫
る
わ
が
山
里
に
久
々
に
泳
ぐ
一
対
の
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
泰
州

大
藤
に
願
い
か
け
た
る
姫
御
前
命
つ
き
て
も
花
は
咲
き

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ミ
サ
キ

温
か
さ
さ
わ
や
か
さ
増
す
れ
ん
げ
祭
戸
外
で
遊
ぶ
子
供

ら
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
隆
　
治
郎

大
陸
か
ら
の
飛
来
物
今
日
は
無
く
清
々
し
き
か
な
こ
の

五
月
晴
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
睦
美

道
の
駅
の
天
井
高
き
憩
場
に
巣
作
り
は
げ
む
ツ
バ
メ
二

羽
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
サ
チ
子

新
築
の
家
に
ア
カ
メ
の
垣
根
あ
り
夕
日
を
う
け
て
白
壁

に
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
裕
政

五
月
晴
れ
平
山
の
湯
に
妻
と
来
て
た
け
の
子
掘
り
の
身

体
癒
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
た
つ
じ

日時　7月 26日（土）１時 30分　　会場　八女市社会福祉会館
演題　南朝の息吹きを今に伝える「五條家の歴史」
講師　五條元滋氏　五條家二十五代当主　八女学院高校教諭

黄櫨の会
公開講座

●みはる会●緑水会
●はつらつ水墨画●立花水墨画の
　4教室の会員の作品約 40点を
　展示します
期間　7月 17日～ 7月 23日
会場　おりなす八女回廊

中島美代子先生
門下生水墨画展

聴講無料
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

南阿蘇をグリーンウォーク
　やっとやっと晴れました。待望の山行きに心が弾みます。ここは阿蘇の外
輪山で春の野焼きの後は、太陽と雨の恵みで見事な草原となった。登山口か
ら30分程歩くと一ノ峰（858m写真）のピークに達する。
　今日の目的地は、遥か雲の中の冠ケ岳（1154m）で往復12kmの行程だ。こ
の後、二ノ峰を越えて下り坂で思わぬアクシデントが。久しぶりに参加の弘
子さんの靴底がはがれ歩行不能になる。
　その時、非常用に持っていたテーピングテープをぐるぐる巻きにして急
場をしのぎ再び歩き出す。
　そして草原から森林に変わり、九合目の尾根に着いたのは昼の12時を過
ぎていた。これから先はガレ場の難所の為、松本さんと弘子さんはここで引
き返す事になった。
　私と多代子さんは登山口から3時間20分もかかり、やっと冠ケ岳に到着
した。山頂からは阿蘇五岳
のパノラマが広がり「ヤッ
ター」と絶叫した。
　　下山後3人から「今日は
阿蘇の雄大な景色に感動し
ました、ありがとう」。の言
葉に登山ガイドの冥利に尽
きる一日だった。
　八女文化連盟写真部
　樋口　清人

　朝の梅干しは一日の難逃れと昔から言い
伝えられています。八女では梅干しといえ
ばご飯やお弁当のおかずになる身近な食べ
物です。お弁当に梅干しを入れておくとご
飯の腐敗を防ぐ殺菌効果があります。昔の
人は頭痛や歯痛のとき、種を取った梅干し
を貼って痛みを和げました。梅の実にはク
エン酸やリンゴ酸がたくさん含まれていて、
カリウム・カルシウム・マグネシウムなどミネラルも多く、それ
らが鎮痛効果、疲労回復、低血圧防止効果などに良いと考えられ
ています。梅のすっぱさは食欲を増進したり、たくさん出る唾液
のおかげで消化にも役立ちます。そこで今回は梅ご飯と梅肉和え
をご紹介します。暑くて食欲がない時でも梅干しの力でパワー
アップできます。
■梅ご飯（４人分）：米２カップ・梅干し（中位）３個・ちりめん雑
魚 20g・だし昆布（５×５㎝）薄口醤油小さじ２
作り方：梅干しは種を取り身を手でちぎり、他の材料を入れて洗っ
た米と一緒に炊きます。
■梅肉和え：梅干し３個（中位）・キュウリ１本・オクラ３本・
山 芋 100g・ひ き わ り 納
豆１パック・大葉２枚・
薄口醤油小さじ２
作り方：梅干しは種を取
りみじんに切ります。キュ
ウリと大葉は千切りにし、
オクラと山芋はおろしま
す。材料を混ぜ合わせ薄
口醤油で味を付けます。

■
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
展

―

名
画
で
た
ど
る
日
本
の
美―

期
間
　
７
月
８
日
〜
８
月
31
日

会
場
　
九
州
国
立
博
物
館

　
全
米
屈
指
の
規
模
と
質
を

誇
る
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術

館
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
よ
り
、
平
安
か
ら
明
治
に

至
る
、
選
り
す
ぐ
り
の
日
本

美
術
40
件
余
に
、
ピ
カ
ソ
、

モ
ネ
、
ル
ソ
ー
な
ど
、
西
洋

や
中
国
絵
画
の
名
品
総
数
約

50
件
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
一
般
１
４
０
０
円

（
１
２
０
０
円
）
高
大
生
１

０
０
０
円
（
８
０
０
円
）、

小
中
生
６
０
０
円
（
４
０
０

円
）（
　
）
内
は
前
売
り

■
2
0
1
4
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ
特
別
展「
軍
師
官
兵
衛
」

　スイートコーンは、トウモロコシの中の甘味種の総称で、子実に糖分が多い
未熟な内に収穫します。「採れたて」のスイートコーンは、子実中に多くの糖分
を含み格別の甘さを感じますが、この糖分も収穫後の時間経過とともに、呼吸
による消耗とでんぷんへの変化で急速に落ちてしまいます。そのため、「採れた
て」の味こそ最高。近くの菜園で育てたスイートコーンでは、この格別の味が楽
しめます。
　この子実がビッシリ詰まったスイートコーンを得るには、受粉・受精を確実
にしなければなりません。ここで注意すべきは、トウモロコシが雌雄異花で、雌
穂と雄穂の場所がやや離れており、さらに開花時期に差があることです。
　まず先端の雄穂が先に伸びだして開花し、その後数日たってから下方につい
ている雌穂の絹糸が伸びて開花し、上からこぼれて飛散する花粉を受けて、受
精します。
　そのため、受粉・受精を確実にさせるためには、複数の株をまとめて栽培し、
受粉の時期には極端な乾燥や低温に遭わせない必要があります。そのため、菜
園のスイートコーンは、２条植えで最低10株はまとめて栽培し、かん水と保温
にも注意しましょう。
　追肥は草丈40～50㎝のころと、先端の雄穂が出始めたころの２回、化成肥料

を与えます。２回目の追肥の後、土寄せ
をするかマイカー線等を利用して倒伏
防止の措置をとります。なお、下の方か
ら出た脇芽は掻く必要はありません。
　収穫は雌穂の毛（絹糸）の先が黒褐色
に変色したころ（受粉後20～25日）で
す。握ってみて、先の方まで十分膨らん
でいることを確かめてからもぎ取りま
しょう。 

　平成23年４月、北山小学校と白木小学
校の合併により、北山ジュニアサッカー
クラブから筑南ジュニアサッカークラブ
にチーム名を変更し、心機一転「エン

ジョイサッカー」を目標に励んでいます。また、近隣の三河小学校か
らも部員を迎えることができ、現在部員25名のチームになりました。
　５月３日にグリーンフィールド八女で行われたダスキンピープル杯
では見事Ｕ10が優勝する事が出来ました。
　部員みんながサッカーを通して仲間作りを行い、大好きなサッカー
をやれる喜びをかみしめながら、今後も日々頑張っていきます。応援
よろしくお願いします。　※随時部員募集もしていますので、体験入
部や見学などお気軽にお越しください。

【スイートコーン】～採れたては格別の甘さを感じる家庭菜園向き野菜～
　「三徳の家庭菜園」  ○22 知って得する郷土の食文化　①

●
草
丈
40
〜
50
㎝
の
頃
に
１
回
目
の
追
肥

　
を
施
す
。

●
絹
糸（
雌
し
べ
）の
抽
出
期
に
２
回
目
の

　
追
肥
。追
肥
の
後
に
土
寄
せ
や
マ
イ
カ
ー

　
線
等
で
倒
伏
防
止
の
処
置
を
行
う
。

立花町下辺春国道3号線沿
TEL 0943-37-1711

７月の道の駅たちばな
道
の
駅
た
ち
ば
な
で
は「
七
夕
フ
ェ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

店
内
に
は
、辺
春
保
育
園
・
光
友
保
育
園
・
北
山
保
育
園
の
園
児
さ
ん

の
願
い
の
こ
も
っ
た
七
夕
飾
り
が
店
内
い
っ
ぱ
い
に
☆

お
盆
に
向
け
て
、故
郷
の
ギ
フ
ト
は
い
か
が
で
す
か
??

店
内
に
は
、地
元
の
こ
だ
わ
り
ギ
フ
ト
が
勢
ぞ
ろ
い
!!

ぜ
ひ
、道
の
駅
た
ち
ば
な
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
　
７
月
26
日
〜
９
月
21
日

会
場
　
福
岡
市
博
物
館

　
戦
国
動
乱
の
世
を
力
強
く

生
き
抜
き
、
信
長
、
秀
吉
、

家
康
、
３
人
の
天
下
取
り
の

行
方
を
左
右
し
た
軍
師
・
黒

田
官
兵
衛
。本
展
覧
会
で
は
、

福
岡
市
博
物
館
が
所
蔵
す
る

黒
田
家
資
料
に
加
え
、
全
国

に
散
ら
ば
る
官
兵
衛
ゆ
か
り

の
遺
品
を
一
堂
に
集
め
、
官

兵
衛
59
年
の
生
涯
を
た
ど
り

ま
す
。

観
覧
料
一
般
１
３
０
０
円

（
１
１
０
０
円
）
高
大
学
生

９
０
０
円
（
７
０
０
円
）
中

学
生
以
下
無
料
（
　
）
内
は

前
売
り
。

■
各
イ
ベ
ン
ト
共
抽
選
に
よ
り

ペ
ア
５
組
の
方
へ
招
待
券
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
希
望
の
方
は
イ
ベ
ン

ト
名
を
明
記
の
上
㈱
東
兄
弟
宛

ハ
ガ
キ
で
応
募
下
さ
い
。
締
め

切
り
　
７
月
10
日
。

雷神図屏風 「伊年」印 江戸時代・17世紀
ⒸThe Cleveland Museum of Art,Andrew R.
and Martha Holden Jennings Fund 2004.86

黒田如水（官兵衛）像　江戸時代
後期19世紀　福岡市博物館蔵

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
筑南ジュニアサッカー倶楽部

（CJSC）

郷土料理研究家
八女市　樋口  愛子

福岡県農業大学校　講師　林　三徳


